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本法人顧問 西村 幸夫 氏

世界遺産登録を行うには1972（昭和47）年に成立した世界
遺産条約を批准せねばならない。日本は1992（平成4）年に批
准し、条約の締約国となった。

締約国は近い将来に世界遺産に推薦したい資産を予備的な
暫定リストとしてユネスコに提出する。暫定リストに記載さ
れねば次のステップに進めない。締約国は自国の暫定リスト
をいつでも改訂できるため、日本も今まで三度改訂している。
締約国は暫定リストの中から書類の準備が整ったものを順次
推薦する。推薦書が提出されると調査期間が1年半あり、専門
機関が調査する。私が所属しているイコモスという組織が文
化遺産を審査している。イコモスは1965（昭和40）年に設立
された国際NGOで、各国それぞれが国内委員会を有している。
自然遺産はIUCN（自然保護連合）という別の組織が審査する。

世界遺産に登録されるのは中心（コア）の部分の資産だが、コアの周りに緩衝地帯（バッファゾー
ン）を設けねばならない。日本の文化財保護法には緩衝地帯という概念がないため、世界遺産に登録
するために緩衝地帯を保護するための別の仕組みを作らねばならない。ハンセン病療養施設の場合に
は、例えばバッファゾーンを市町村の条例で保護し、現状を変更するときに届出を必要としチェック
するような仕組みを構築せねばならないと思われる。

2017（平成29）年10月現在の世界遺産登録総数は1073件であるが、複数国にまたがる遺産が37件あ
る。国際協調はユネスコの設立趣旨でもあるため、ユネスコは複数国にまたがる案件を進めたい意向
である。ハンセン病療養施設も世界中にあるので調整できれば一つのアイデアとなる。

文化遺産には顕著な普遍的は価値が必要である。この説明が非常に困難である。加えて世界遺産の
申請書は1000ページも超えるが、A4半ページ、三段落程度でこの説明を海外の方に理解してもらわね
ばならない。更に文化遺産の評価基準は6つあり、どの評価基準に該当するかを検討する作業にも多く
の時間をかけている。

世界遺産は顕著な普遍的な価値を有していることに加えて、保存管理計画がなければ登録されない。
とりわけ文化遺産の場合は見学者が増えることに伴う駐車場やビジターセンターの整備等の計画も審
査される。

今まであまり世界遺産に登録されていない資産として文化的景観や段々畑等建造物がないものや20
世紀の建築がある。全体の仕組みが理解できるとハンセン病療養施設の生活のイメージが湧くという
意味では、一個一個の資産がモニュメントでなくとも仕組みが重要であるということを顕著な普遍的
な価値のストーリーとしていかに組み立てるかがポイントとなる。

負の遺産というのは世界遺産条約の概念ではなくマスコミ用語ではあるが、普通の遺産とは異なる。
例えば原爆ドームは原爆が投下されていなければ世界遺産にならなかったが、原爆が正当化されるこ
とはない。ハンセン病の療養施設も人権の歴史なのでこれに似た点があるのではないだろうか。

いかなる形で今までにない新しいストーリーを構築し、それを不動産で証明するか。世界の文化や
歴史を考える際に、大切だが世界遺産リストに欠けているストーリーがこのリストを豊かにする上で
貢献できるという内容であれば説得力が出る。それらを書類ではなく、不動産で証明せねばならない
のが世界文化遺産である。

※イコモス(ICOMOS):国際記念物遺跡会議(International Council on Monuments and Sites)。文化遺産保護に関わる国際的
な取り組みを行う非政府組織(NGO)。ユネスコ(UNESCO 国連教育科学文化機関)の諮問機関として世界遺産登録の審査、モニタ
リング等の活動を国際的に展開している。

※長島愛生園機関誌「愛生」平成30年9・10月号23頁～32頁掲載記事を事務局にて要約しました。「愛生」平成30年9・10月号がご入用
な方は事務局までご一報ください。

【学術調査事業（講演会）】
2018（平成30）年6月9日 於国立療養所長島愛生園日出会館

ユネスコ世界文化遺産について
～構成資産の法的保護と顕著な普遍的な価値を中心に～
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福岡県田川市石炭・歴史博物館
学芸員 福本 寛 氏

2011（平成23）年に日本で初めてユネスコ「世界の記憶」
に登録された「山本作兵衛コレクション」（以下、コレク
ションと略）の登録の契機は、2015（平成27）年に世界文化
遺産へ登録された「明治日本の産業革命遺産」の構成資産と
して田川市の櫓と煙突を検討する過程で、海外の専門家から
「世界文化遺産は無理だが、山本氏の残した絵画や日記を世
界の記憶として登録してはどうか」と指摘されたことである。
世界の記憶は世界的に重要な記録遺産の保存と活用及び振興
を図るユネスコ主催事業の一つであり、世界文化遺産や世界
無形遺産が条約に基づくものであるのとは異なる。
世界の記憶登録の際に評価されたのは、国家主導により短

期間かつ急激に達成した日本の産業革命において重要な役割
を果たした筑豊炭田の近代化の歴史を公的な記録ではなく一
炭坑労働者である山本氏が民衆の視点から記録したという点
である。それまで2万人程度だった田川市石炭・歴史博物館へ

の年間入館者数は、登録年には15万人まで増えた。現在は3万人前後で推移している。登録を観光や経
済効果のみと結び付けてしまうとブームという一過性で捉えられてしまうが、本来は世界の記憶の保
存と活用が博物館に与えられた使命である。また、世界の記憶に登録されれば国際的な啓発・普及・
振興を進めねばならない。田川の技術者が台湾に渡り、炭鉱経営に関わったという歴史があるため台
湾と交流している。♪月が出た出た、月が出た♪で有名な炭坑節は田川市発祥の民謡だが、現地との
交流には炭坑節も活用している。
コレクションは近代の酸性紙に記載されており劣化が早いので本物を常に展示することはできない。

コロタイプ印刷という希少技術でレプリカを作り展示している。コレクションは県指定文化財に過ぎ
ないので、このレプリカ作成も文化財ではなく、博物館を対象とした補助金を活用した。
昨年10月の官報告示により国指定史跡となった「筑豊炭田遺跡群」は世界文化遺産登録を目指す過

程で事業化され、指定まで10年かかった。隣の直方市、飯塚市と一緒に「群」として指定された。最
近の文化庁の傾向は単体ではなく関連する遺跡を集めて「群」として指定する点にある。田川市の櫓
と煙突は2007（平成19）年に国の有形文化財に登録されたが現存建造物のみでは炭鉱機能の全てを証
明できず、重要文化財には指定されなかった。そこで、埋蔵文化財と捉えて発掘調査を実施し、文献
調査も併せて行い史跡の価値付けを行った。
国指定史跡には補修・保存・活用のための多様な補助金メニューが用意されている。一方、現状変

更には文化庁長官等の許可がいる。樹木の剪定の際にも許可が必要な場合がある。
一番苦労したのは最後の2年間、市の内部調整だった。市外では炭鉱は貴重と思っていただけるが、

市内では今更史跡にしてどうするんだという意見が多くあった。
炭鉱経験者の高齢化が著しく直接話を聞くことが非常に困難になっていることが炭鉱（ヤマ）の記

憶継承の問題点である。昔は炭鉱の「語り部講座」を開催していたが、市内で話が出来る人がいなく
なった。広域的に経験者の話を記録化せねばならない。
炭鉱の歴史には光が当たらない、災害や鉱害、外国人の徴用問題等の負の側面もある。博物館を人

権教育の場として団体見学者や研究者に対応できるようにせねばならない。石炭産業に関する人権問
題研究会を立ち上げようとしている。このように、多くの関係者が博物館をハブ（拠点）として繋が
れる取り組みを進めたい。
モノを文化財として残すことは、世界遺産や世界の記憶、指定文化財という制度を活用して歴史の

証明を継承することであるが、同時にモノに関わった人々の思い、託された思いを伝承するという側
面もある。本日、光明園内や社会交流会館を見学して改めて感じた。

※田川市石炭・歴史博物館 http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/list00784.html
サイト内に田川市が所蔵する炭鉱の記録画585点を閲覧できるリンクがあります。

【学術調査事業（講演会）】
2019（平成31）年2月10日 於国立療養所邑久光明園こうみょう会館

ユネスコ世界の記憶と国指定史跡
～筑豊炭田の歴史を継承する博物館の取り組み～
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